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Fig.4.ReductionofNObypropyleneoverAZandALKheatedat700'Casafunctionofreaction
temperature.Reactionconditons:SVd00Ohll;feedconcentrations:NO=1000ppm,02=10%,
C3H6=1㈱ ppm,N2主balance,catalystweight=2g･
性に及ぼす比表面積以外の影響について検討するため,アルミナ ジールコニア単位表面積当たりの触媒活性
を求め,その結果を図4(b)に示す.この場合のAZの活性度は500-600℃でALKの約1.2倍であり,AZ
の触媒活性の高さは比表面積のみの影響ではないことが分かる.3.2よりAZとALKでは酸化物構造が異
なっており,AZはALKと比較してアルミナとジルコニア成分がより均一に複合化していると考えられる.
従って,図4(b)の触媒活性の違いは,酸化物構造の違いによるものと推測される.現在までのデータだけ
では,AZとALKとの相対的な比較のみで,AZの酸化物構造を十分明らかにすることができず,酸化物構
造と触媒活性との関連についての考察も十分できなかったが,今後これらについて検討していく予定である.
4.結論
エチルアセトアセテートアルミニウムジイソプロピレートとジルコニウムn-ブトキシドより作製したア
ルミナ ジールコニア粉末AZの性質及びプロピレンによるNO選択還元活性について調べ,アルミニウムS∝-
ブトキシドとジルコニウムn-ブトキシドより作製したアルミナ ジールコニア粉末ALKと比較した.その結
莱,以下のことが分かった.
(1) AZの比表面積は,ALKと比較して大きくなった.また,AZ乾燥ゲルはALK乾燥ゲルと比較して,
多くの有機物を含有していた.
(2) AZとALKでは酸化物構造が異なっており,AZの方がALKよりアルミナとジルコニア成分がより
原子レベルで複合化していた.
(3) AZの酸素雰囲気下でのプロピレンによるNO選択還元活性は500-600℃でNO転化率35%程度を
示し,AZはALKと比較して高いNO選択還元活性を示した.
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